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l.はじめに

本地域の白亜系については、従米から多くの研究がな

されてきた。その中で、一部に蛇紋岩の貫入を伴う杉田

構造線以南の白亜系は、最初、鳥ノ巣層群とみなされた

が(Yehara: 1926、小林•井尻： 1936など）、乎田 (1940)

は、香北町萩野から産出する二枚貝類により白亜系とし

た。

その後、甲藤・須鉛 (1956)は、これらの杉田構造線

以南の白亜系を船谷府、萩野層と命名し、構造線以北の

白亜系と区別した。さらに、 Tashiroand Kozai (1984) 

は、土佐山田町佐野周辺から多数の二枚貝類を記載し、

付近の地層を神母ノ木層と命名し、船谷附の下位に位閥

づけた。

さらに田代 (1985)は、岩相及びフォーナの違いから

構造線以北の白亜系を従来の物部川層群、以南の白亜系

を南海層群と新称し、模式地を、土佐山田町佐野から香

北町萩野付近と、徳島県勝浦町の中伊豆地域とした。田

代・松田 (1985)は、徳島県勝浦川流域南方の白亜系を

調査し、船谷層が貨蒲層、神母ノ木層が狸谷層、萩野層

が中伊豆層に対比され、それぞれ順序よく一連の層序の

中に出現するとした。また、北側の白亜系物部川層群と

は、岩相、堆積サイクルが異なるとした。その後、田代

(1993)は、それぞれの岩相が、漸移する関係にあるとみ

なして独立の地層名を廃し、これらを萩野層の名称で一

括し、従米の地層に対しては部層名を与えた。また、

田代・川村 (1995)は、南海層群を三宝山層群の上位に重

なる地層として位閻づけ、三宝山帯に含めた。

しかしながら、南海層群設定の発端となった土佐山田

町佐野周辺の白亜系については、現時点まで概略的な報

告しかなされておらず、生層序学的な詳細は十分明らか

にされたとは言えない。また、徳島地方の南海屑群の各

層についても、一連整合かどうか再検討の余地がある（石

田・橋本、 1991)。切れ切れに分布する南海陪群について

は、その一つ一つを詳細に検討することなくして、その
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全容を明らかにすることはできない。また、南海層群の

模式地の一つである中伊豆地域の層序を明らかにするこ

とも、他地域との対比上重要である。

今回、高知県から徳島県に分布する南海層群の生層序

学的研究の一環として、本地域を調査し、岩相、産出化

石を検討した。その結果、本地域の南海層群についての

層序及び年代に関する 2 • 3の知見が得られたので報告

する。

2.地質概要

調査地域は、秩父帯中帯に属し、北限は蛇紋岩の貫入

を伴う杉田構造線でペルム系と境され、南限もペルム系

と断層で接する。分布域の中央部、雪ヶ峰牧場付近に東

北東ー南南西のトレンドをもつ向斜軸があり、若干東に

プランジする。

分布域の南西部では、N80°Wの走行を持つ比較的新し

い断層によって画される (Pl.4.fig.9)。本地域の地質図

を図 1に示す。

3.各層の厩序

(1) 雪ヶ蜂層（新称、 YukigamineFormation)ベルム系

神母ノ木層の南に分布し、同層と構造的に接する地層

の一部は、チャートや石灰岩塊を伴う砂泥質岩相で、当

初石灰岩塊から産する Fusulinella bocki, F. 

pseudobockiに基づき、石炭系宮ノロ層（甲藤・須鎗、

1956) と命名された。一方、宮ノロ層周辺の地層につい

ては、産出化石が未見であったことから、未命名のまま

であった。その後、未命名層の石灰岩塊から Neo-

showagerina craticulifraが検出されたことから、その部

分はペルム系高岡累層に含められた（沢村・甲藤、

1961)。しかしながら、高岡累層の模式的分布の見られる

佐川地域においてl司層の一部はジュラ系であることが明

らかとなり（松岡、 1985)、年代と地層の雌属については

-13-



香 西 武 • 石 田 啓 祐 高知l\！中部、土佐山田地域に分布する南海附群の/tllj•：及ぴ物部川附群との対比

.,, 1, 
II I I j j !': ! ,, I, l 
’’’’ ’’’’’ I'., 1 9 9 1,., 
.. -= ・ ------

図1 土佐山田地域の地質図

再検討を要するものと考えられるようになった。

調査地域の神母ノ木橋付近の物部川河床は、これまで、

宮ノロ附ないし、高岡累附とされてきた。努開の発逹し

た黒色泥岩／爵、砂岩泥岩の細互｝礼が分布しており、数m

の砂岩陪を挟在し、淡緑色J杓状チャー トの大小レンズ状

岩塊ならぴに石灰岩の小岩塊を伴う。今阿届］地点の摂色

泥岩／杓より、放散虫の Follicucull硲 sp.を検出した (Pl.

4、Fig.7)。また、府状チャート岩体からは Nazarovellasp. 

の梯子状の腕、ならぴにAlbailellasp., Fo/licucullus sp. 

が産する (Pl.4,Figs.4-6)。これらの放散虫の産出に基

づき、本／杵はペルム紀付加コンプレックスであることが

明らかとなったので、混乱を避けるために、これまでの

いわゆる邸岡累／竹と区別し、神母ノ木橋付近の物部川河

床の露頭を模式地として雪ヶ峰陪と命名する。

rよヶ峰府は舌ヶ峰周辺から神母ノ木束方船谷付近に分

布し、府厚約350mに及ぷ。

(2) 船谷庖 (FunadaniFormation)白亜系

甲藤・須銃 (1956)は、本／杓を含む杉田構造線以南の

臼亜系を構造線以北の臼亜系とは岩相、化石等が巽なる

ことから、秩父帯中幣の白亜系として、下位より船谷／怜

萩野／r71とした。船谷府捩式地は」：佐山田町・船谷北方の向

斜南炭で、全附厚約150m、下位より礫傾砂岩、砂料乃至

泥例砂岩及ぴ泥岩、泥岩勝ち互／竹よりなる。

その後山代 (]993)は、南海陪群のもう一つの模式地
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巨 LIIibihm Fm． 区魯 Fumd•ni Fm. 

区碑 Moooh<Fm. E3TIJ Y,kig,mioe Fm. 

E Ryo叫 iFm. [互互3&9四 ini9C
区 Shi,.lud,oiG.・Y贔SUいFm

である徳紐県の調査から、徳，怜県の南海l杓群は一辿整合

の附序関係にあるとした。また本／杓は徳紛県中伊豆地方

の松蒲｝i1に対比され、葛蒲府と上位の狸谷）杓 （神舟ノ木

附に対比される、田代： 1993)の関係は、下位の粗粒岩

が上位の泥傾岩に漸移する、上方細粒化関係であること

から、船谷附・菖蒲府を萩野附と一括した。しかし、今

回の調査で船谷附上部と神母ノ木層下部との関係は上方

細粒化の漸移関係とは認められないので、今回は従来の

地／昴名を使用する。

本調査地域では、 比較的露頭条件が良く、向斜の北洲

に本附が観察される。

陪厚 ：約180m

陪序と化石：本地域においては、岩相に基づき、下部

附と上部府に区分できる。

（下部陪）

屑厚約160m。北緑は、断陪で杉田構造線の蛇紋岩と接

する。土佐山田町女夫池周辺では、その関係は明らかで

はないが、前行から油石に至る町道の切り通しでは、 45•

北傾斜N80゚Eの走行・傾斜で蛇紋岩と砂岩が接する (Pl.

4, Fig.8)。

下半部は泥岩と礫岩が紐り返し、上方に礫岩が厚陪化

する。女夫池で確認できる下部陪最 l‘一部は泥岩で、暗緑

色を呈し、タマネギ状風化がみられる。この泥岩からは、

1呆存状態から年代決定はできていなしヽが、 Spongodis-

cacea超科の放散虫が産出する （図2、loc.990606-0]）。
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船谷層の柱状図
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その上位は、淘汰の悪い亜円～角礫で、小～中礫からな

る礫岩が匝なる。礫はチャート主体で、砂岩、まれに緑

灰色の凝灰烈砂岩礫を含む。 この凝灰笠砂岩礫からは、

デポン紀前期を示す放散虫Devoniglans況1sunicus (Pl. 

4, figs.1-3)が検,'-I!.された（図、 loc.990606-02)。同種は

横窮山G4/杓準下部の凝灰質砂岩よリ報告され、同群集の

特徴種であり、デポン紀前期と考えられている (Wa-

kamatsu et al., 1990)。岩質と産出化石の同一性から、

この礫が集瀬川仰をはじめとするシルルーデポン系に由

米する可能性を示している。礫岩は頻繁に泥質砂岩部を

レンズ状に合むが、成1州構造は明瞭でない。

上半部は下半部に比し、礫岩府俊勢である。比較的洵

汰の良い小～中礫で、円崩度の良い亜円～円礫が中心で

ある。礫種は―卜半部と同じくチャート、砂岩礫が俊勢で、

希に凝灰例砂岩礫、石灰岩礫を含む。礫岩附は．t．部で」".
方細粒化を示し、しばしば泥岩に移化する。泥岩は、植

物片を多く含み、1杓厚5cm程度の酸性凝灰岩府を挟むこ

ともある。

本地域では、

られる（図 2)。

（上部）杓：約20m)

上部府は砂岩、黒色泥岩及ぴ泥岩勝ち砂岩泥互｝魯より

なる。下部は茶色に風化する塊状の砂岩で、植物片を多

拡に含み、上方細粒化を示す。その上位の砂岩泥岩互陪

は砂岩勝ちで、陪理面に多批の植物片を含む。流痕や荷

韮痕は見られないQ 上部は馬色泥岩からなる。泥岩から

はArcasp., Pulsidis sp.などの二枚貝の他、アンモナイ

ウニ、巻き貝などの化石を産出する (Loc.23)。ト、

5回の上方細粒化の堆梢サイクルが認め

(3) 神母ノ木層 (lgenokiFo「mation)白亜系

本層は品初Tashiroand Kozai (1984)によって、船

谷府の下位に位骰する地府として土佐山田町雪ヶ降牧場

付近を模式地として記載された。

その後田代 (1993)は、南海陪群のもう一つの模式地

である徳，島県の調査から、徳島県の南海屈群は一辿整合
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の層序であるとし、本層が徳島県中伊豆地方の狸谷層に

対比され、狸谷層は上位の中伊豆層（萩野層に対比され

る、田代： 1993) と上方粗粒化の岩相変化を示す漸移関

係にあることから、神母ノ木層・狸谷層を萩野層と一括

した。

しかしながら、筆者らの観察では、徳島県に分布する

南海層群は一連整合の分布を示さず、ペルム系の地層が

南海層群中に存在し今後再検討が必要であること、また

神母ノ木層は上方細粒化の岩相変化を示すことから、今

回は従来通りの地層名を使用する。

層厚：約250m

層序と化石：本層の柱状図を図3に示す。最下部は帯

緑色細粒砂岩で、希に二枚貝(Periplomasp.）、巻き貝等

の化石を産出する (Loc.24)。その上位約100mは表土に

よって被裂されているために鋭察できない。さらに上位

は、牧場北斜面にある尾根付近の林道沿いに露頭があり、

向斜の北翼部が見られる。林道沿いでは 3回のJ:.方細粒

化の堆租サイクルがみられる。最初のサイクルは、林道

沿い最下部から始まる砂岩勝ち砂岩泥岩互層で始まり、

一部に露頭の欠如があるが泥岩勝ち砂岩泥泥岩互層を経

て黒色泥岩となるサイクルである。その泥岩からは希に

岩となる。 3回目のサイクルは、砂岩優勢の砂岩泥岩互

層に始まる。この砂岩部は、アレナイト質砂岩で、泥岩

との境界面に植物片を含む。側方では、礫岩に移化する

こともあり、物部川河床では、酸性火成岩礫を含む礫岩

が観察される。南粟のこの砂岩部に対比される部分から

は、 Pterotrigonia(Plerotrigonia)sp., Astarte(Ni・caniel-

la) 1nakibaensisなどの二枚貝を産出する (Loc.16)。

さらに上位は、一部に砂岩優勢の砂岩泥岩互屑がある

ものの全体的に上方細粒化の堆梢サイクルを示し、上部

では厚い黒色泥岩となる。砂岩泥岩互層の南粟部、帯緑

色細粒砂岩からは、 Mesosaccellasp. Malletia (?) sp., 

Nanonavis sp. aff. N. yokoyamai, Brachidontes igeno・

kiensis, M odiolus sp. Eburneopecten miyakoensis, 

Pinna sp. cf. P. robinaldina, Gervillia sp. aff. G. 

forbesia加 d'Orbigny,Mesomiltha japonica, Xcenocar-

dita amanoi, Anthonya igenokiensis, Pachythaero硲 sp.

Leptsolen amabilis, Protocardia (s.s.) amanoi, P. 

(Grlobocardium) Granocardium multicostata, Linearia 

(Palaeomoera) nankaiana, Scittla deガcatostriata,/socy-

prina aliquantula, I. japonica, I. igenokiensis, Panopea 

sp. aff. P. plicata, Periploma sp. aff. P. monobensis, 

Portlandia sanchuensisを産出する(Loe.22)。2回目の Goniomya sp. aff. G. hayamiなどの二枚貝類や

サイクルは、灰色を呈する中粒砂岩層に始まり、酸性凝 Cheloniceras sp.が産出する (Loc.11)。本層の少し上位

灰岩層を挟在する砂岩勝ち砂岩泥岩互層、その上位にノ では、 Pulsidissp．が産出する (Loc.12)。

ジュールの発達する黒色泥岩である。黒色泥岩の上部に 最上部の泥岩からは、小型のアンモナイト類、ウニ、

は酸性凝灰岩の薄層があり、泥岩層の最上部は帯緑色泥 Portlandia sp.などの化石が産出する（Loc.19)。

表1 物部川層群産出化石

Monobe Formation 

Loc.1 
Portlandia sanchuensis (Yabe and Nagao) 
Nanonavis yokoyamai (Yabe and Nagao) 
Arca sp. 

Pinna sp. 
Plicatula kiiensis Hayami 
Anphidonte sp. 

Pterotガgoniapocilli/ormis (Yokoyama) 
Astarte cos加ta,Yabe and Nagao 
"Granocardium" ishidoense (Yabe and Nagao) 
Lゅtosolensp. 
Pseudopisidium injlata Tashiro and Kozai 
Pholadomya sp. 
Plectomya arita,gawana Hayami 
Periploma monobensis Tashiro and Kozai 

Loe.IO 

Hayamina matsukawai Tashiro and Kozai 

Loe. 20 ロ硲s::imurai(Hayami) 

Hibihara Formation 
Loc.2 
Portlandia sanchuensis (Yabe and Nagao) 
Glycymeris matsumotoi Tashiro 
Nipponitrigonia kikuchiana (Yokoyama) 
N. sakamotoensis (Yehara) 

Loc.3 

Gervillaria hokutoi Tashiro and Kozai 
Nippononectes eleganus Tashiro 
Nipponitrigonia kikuchiana (Yokoyama) 
Pterotrigonia pocilliformis (Yokoyama) 

Loc.5,21 
Nipponitrigonia kikuchiana (Yokoyama) 
Pterotrigonia pocilliformis (Yokoyama) 

Loc.9 
Mesosaccella insignis (Nagao) 

Ryoseki Formation 

Loc.8 
Costocyrena otsukai (Yabe and Nagao) 
Isodomella shiroiensis (Yabe and Nagao) 
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表2 南海層群産出化石

lgenoki Formation 
Loc.11 
Mesosaccella sp. 
Malletia (?) sp. 
Nanonavis sp. aff. N. yokoyamai (Yabe and Nagao) 
Brachidontes igenokiensis (Tashiro and Kozai) 
Modiol邸 sp.
Eburneopecten miyakoensis (Nagao) 
Pinna sp. cf. P. robinaldina d'Orbigny 
Gervillia sp. aff. G. Jorbesiana d'Orbigny 
Mesomiltha japonica Tashiro and Kozai 
Xcenocardita amanoi (Hayami) 
Anthonya igenokiensis Tashiro and Kozai 
Pachythaero硲 sp.
Leptsolen amabilis Tashiro and Kozai 
Protocardia (s.s.) amanoi Tashiro and Matsuda 
Granocardium multicostata (Tashiro and Kozai) 
Linearia (P.) nankaiana Tashiro and Kozai 
Scittla dericatostriata Tashiro and Kozai 
Isocyprina aliqttantula (Amano) 
I. japonica Tashiro and Kozai 
I. igenokiensis Tashiro and Kozai 
Panopea sp. aff. P. plicata (Sowerby) 
Periploma sp. aff. P. monobensis Tashiro and Kozai 
Goniomya sp. aff. G. l辺yamiTashiro and Kozai 

4.産出化石の考察

船谷層からの産出化石は、非常に少ない。下部層礫岩

に挟在する泥質岩、凝灰岩から少最の放散虫が産出した

が、保存状況が悪く、時代を決定するには至っていない。

また、上部層の泥岩からはアンモナイトが産出するが現

在検討中である。産出する二枚貝類、 Arcasp．と Pulsidis

sp．は、両者とも離弁様態で散在している。Arca属は浅海

から知られ、 Pulsidis属は汽水生二枚貝として知られる

もので、本邦の下部白亜系からは広くその産出が知られ

ている (Kozai,1986)。Pulsidissp．の外形は洋梨型で強

い膨らみをもっており、その形質はPulsidisnagatoensis 

に似るが、幼殻であるために正確な同定はできない。ま

た、表面装飾はほとんど摩滅しておらず細かい同心円肋

が観察されることから、堆積場所が生息地と接近してい

る可能性も考えられるが、産出の標本が1個体と少なく、

標本自体が小さいことを考えると、他の植物片とともに

運ばれた可能性がつよい。他に、ウニも産出するが、破

片状態である。

甲藤・須紐 (1956)が本層を記載したとき、化石の産

出は報告されていない。田代 (1993)は、本層（船谷部

屑と記載されている）を徳島県の富蒲層（慈蒲部附と記

載されている）と対比し、 Eomiodon matsumotoi, 

Hayamina carinata, Isodomella matsumotoiなどの汽水

生二枚貝類の産出を報告している。しかしながら、本層は

アンモナイトを含む海生の化石で特徴付けられ、本雁が

Loc.12 
Pulsidis sp. aff. P. nagatoensis Ota 

Loc.16 
Pterotrigonia sp. 
Astarte makibaensis Tashiro and Kozai 

Loc.17 
Portlandia sanchuensis (Yabe and Nagao) 
Plectomya sp. 

Loc.22 
Portlandia sp. 

Loc.24 
Periploma sp. aff. P. monobensis Tashiro and Kozai 

Funadani Formation 
Loc.23 
Arca sp. 
Pulsidis sp. 

菖蒲層に対比されるのなら、菖蒲層より沖合の堆積相を

示していると考えることもできるが、共通の化石が産出

していない現時点では、直接の対比は今後の課題である。

神母ノ木層基底部の砂岩泥岩互層を形成する帯緑色細

粒砂岩からは、 Periplomasp．が産出する。本種は、物部

川層群物部層から記載された Periplomamonobensisに

似るが、後者ほど膨らみが強くない。

上部の砂岩勝ち砂泥互層の中粒砂岩からは個体数は少

ないが、 Pterotrigoniasp.が産出する。不完全ではあるが

現時点の観察では、エリア上に成長線に斜行する傾斜小

肋は見られず、その形質は Pterotrigoni'apocilliformisに

類似する。南海層群萩野層から産出する Pterotrigonia

morianaとの関連については、好標本の産出を待って再

検討したい。 Tashiro(1990)は、本層と同時代の先外和

泉層群袈裟堂層から Pterotorigoniasp. aff. P. pocillifor-

misを記載しているが、それは本層のものより肋間が狭

く、肋の本数が多いことで本層のものとは区別できる。

互層l：位の帯緑色細粒砂岩からは、多擢の化石が産出す

る。その化石中にも神母ノ木層甚底部から産出するもの

と同種と考えられる Periplomasp.も産出する。ここか

ら産出する化石については、神母ノ木陪を代表する化石

として、田代の一連の研究（たとえば、田代1985a,1985 

bなど）に取l)上げられているので、匝複する部分につい

ては省略する。 Gervilliasp.は、殻項があまり尖らず、ト・

部臼亜系から広く知られ、物部川層群物部層、日比原附

から産出する殻頂部の尖る G.forbesianaとは異なる。こ

-17-
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図4 物部川局群の柱状図
A:・北菰、 B:南数

れに類似するのは、 Tashiro(1990)に記載されている袈

裟堂附産のものであるc 写其で兄る限り、殻項は鈍角で、

殻のIiり緑部が殻頂よ リ先端に位附するよ うに兄える。神

h}ノ木k1産のものは、殻項部と前緑部がほぽ同じ位骰に

あるが、袈裟党IMのものとの類似性は高い。 Nanonavis

sp．は、投頂から後緑部にかけての後稜の角張りは弱 く、

下部(1Ilfi.系から知られている Nanonavisvok anonavis yokoyamaiと

はリ肛な り、 j-．部仕lli系から知られる ものに類似するが、

馳らみの強さ、外形等が児なる。Eb匹 neo/Jecten(?)、miya・

k()ensisは、Nagao(1934)によって祝古／杓群から記載さ

れたもので、本／竹からのものもそれに同定でき る。

以前本／竹から1ll,'I',するイヴむ’全なアンモナイト ではあっ

たが、 Shasticriocerassp.と同定され LateBarremian 

とされたことがある。その後同一附準から Cheroniceras

sp.が産出した(Pl.3、Figs.12,13)。したがって、本／杓の

時代は、 Aptianである。このことから、下位の船谷I杓

は、パレミアンないしアプチアンと考えられる。

最上部の泥岩からは、アンモナイト類が多産し、また、

泥岩中に挟在する酸性凝灰岩からは放散虫も産出するが、

その詳細は検討中である。

5.物部川層群との対比

本調究地域の物部川附群の柱状図を図4に示す。

物部川）杓群日比原1竹下部は礫岩乃至砂岩で構成され、

砂岩部はPterotガgoniapocillifonnisを型産するいわゆ

るトリゴニア砂岩で、浅海生の二枚貝類で特徴付けられ

る。この砂岩府からは、Chelonicerassp.も産出しており、

神舟ノ木附の化石を豊産する砂岩及び砂岩泥岩互府は日

比原）杓下部と同時興相関係にある。 H比原附下部の砂岩

｝杓から上部の泥岩府かけては急激に岩相変化する。この

ことは、神母ノ木府の場合も同様で、帯緑色砂岩の上位

では、急激な岩相変化がみられ、砂岩泥岩互1杓から黙色泥

岩に変化する。結果、向斜軸部には黒色泥岩層が広く分布

している。両者の楳色泥岩／杓共に化石に乏しく、アンモナ

イトの他は、希に Portlandiasp.が産出する程度である。

また、下位の船谷附は、その府序的位附関係から推測

すると、物部川附群物部）杓もしくは領石）杓と同時塊相関

係にあると考えられる。本地域物部川／杓群の北焚部では、

白亜系の基底礫がペルム系のチャート を不整合に裂う。

その上位は泥四部を1央在する厚さ約200mの礫岩が重な

り、その上位は礫岩から泥岩へと岩相変化を繰りかえし

ながら、全体として上方細粒化の堆和サイクルを梢成す

る。礫岩から泥岩への岩相変化を繰り返す部分を物部）仔

に対比する。i紺烈部での領石）杓・物部）怜は、あまり11FIIlftな

上方糸111粒化の堆積サイクルを示さないが、粗粒岩相から泥

岩への堆梢相変化を紐り返しながら、 H比原）怜の礫岩 • 砂

岩へと変化していく。南炭の領石）杓は、北焚に比して赤色

礫岩の発達が少なく、 1昴駆は肛い。 当時の堆積物供給につ

いては、 Kobayashiet. al. (1945)が北方からの供給を推

定している。本地域の白亜系は、土佐山田町新改付近でペ

ルム系のチャートを不整合に裂っており、周辺の不整合

は、砂烈乃至泥骰岩を不整合に裂っているのと少し状況が

展なる。 このことが北爽に博く、南爽に厚くたまったこと

と関係していると推測される。領石陪堆柏後は、 北炭が｝耳

く、南炭が薄くな り、供給源からの距離を反映 している。

船谷）杓は、物部）t1もしくは領石）約の上半部から物部1竹に対
比される。領石／竹の上部では、汽水牛の二枚貝類が産出す

るのに対して、船谷！怜下部からは放散虫を産出し、明らか

に海成）杓である。したがって、海成1i1である物部）杓に対比

高知阻中部、土佐山田地域に分布する南海附群の層序及び物部川層群との対比

するのが妥当かもしれないが、船谷附にはアルコース砂岩

が存在し、堆枝環境の違いも予想されるので、この対比に

ついては、今後の課題である。ともかく、現時点では本地

域の南海屈群には非海成屈が存在する栢極的な証拠は見

つかっていない。船谷層も礫岩から泥岩へと岩相変化を繰

り返しながら、上部のやや厚い泥岩へと変化していく点

は、物部川府群との堆租サイクルの類似性を示している。

日比原府 も物部層と同じく、北粟の方が南粟より厚層

である。これは物部陪同様、南粟が堆租物の供給品が滅

少する沖合に位晋していたためであると考えられる。 北

粟、南爽共に砂岩附からはPterotng。niapocilli/ormisが
産出し、 当時トリゴニアの生息する浅海域が広がってい

たことを示している。このトリゴニア砂岩層は側方への

辿続も良い。一方、 日比原層に対比される神母ノ木層は、

側方へ層相変化し、含礫砂岩となることもある。佐野牧

楊上では、Pterotガgoniasp.を産出し、日比原府と似た環

境的が存在していたと考えられる。砂岩層上位の帯緑色

細粒砂岩の二枚貝フォーナに対比されるものは本地域の

日比原府には未見である。 このフォーナは、 二枚貝類の

梢成や岩相から潮問帯の砂泥底に形成されたものと考え

られ、 Pulsidissp.の産出は、汽水域からの影響も受ける

ような棗境が存在 したことを示している。

領石層・物部府、船谷陪ともに全体として上方細粒化

の堆和サイクルを示し、岩相変化も類似する。しかし、

先述のように、同時異相関係にあり ながら、両陪群の二枚

貝フォーナは大きく異なる。船谷陪の礫岩中にシルルー

デポン系に由来する礫が含まれていることは、当時の船

谷陪 ・神母ノ木層堆梢時にシルルーデポン系が後背地と

して存在し、堆精物を供給していたことが考えられる。

まとめ

1.本地域の南海層群は、上方細粒化の堆校サイクルが

認められ、最初のサイ クルが船谷層で次のサイクル

が神母ノ木府である。

2.船谷陪からは放散虫、アンモナイト、ウニなどの海

生動物化石が産出し、海成屈である。

3.船谷層は物部府もしくは領石陪と、神母ノ木府は日

比原陪と同時異相の関係にある。

4．神母ノ木附はアプチアンで、船谷形はパレミアンーア

プチアンである。

5.船谷府、神母ノ木府の北縁は、蛇紋岩と構造的関係

で接し、南洲はペルム紀付加コ ンプレックスと断層で

接する。したがって、両層は黒瀬川帯と密接に関連する。
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Explanation of Plate 1 

Fig.I. Pro枢匹diaamanoi Tashiro and Matsuda, X3. 

Fig.2. Arca sp., x 5. 

Fig.3. Plsidis sp., X 5. 

Figs.4, 5, 6, 7. 8. 

Linearia(P'a/aeomoera) nankaiana Tashiro 
and Kozai, x2. 

Figs.9, IO, 13. 

Leptsolen amabilis Tashiro and Kozai, x 2. 5 

Fig.11. Malletia(?）sp. X3. 

Fig.12. Gra加 cardium multicostata Tashiro and 

Kozai, X3. 

Fig.14. Modiolus sp. X3. 

Figs.15, 16, 17. 

N⑰ onavis sp. aff. N. yokoyamai (Yabe and 

Nagao), X2.5. 

Fig.IS. Geroill辺sp.aff. G. forbesiana d'Orbigny, x x 1. 5. 

Explanation of Plate 2 

Figs.1.2,3. 
Mesomiltha japonica Tashiro and Kozai, x 2. 

Figs.4, 16, 17, 18. 
P吋plomasp. aff. P. monobensis Tashiro and 

Kozai, X2. 

Fig.5. Mesosaccella sp, x 3. 

Figs.6, 7,8,9,10,11. 
Brachidontes igenokiensis Tashiro and 

Kozai, X5. 

Figs.12, 13. 
Eburneopecten (?) miyakoensis (Nagao), X 8. 

Figs.14, 15. 
Scitti/a dダcatostria,/aTashiroand Kozai, x 1. 5. 

Fi繋19.Pinna sp. cf. P. robinaldina d'Orbigny, X2. 

Explanation of Plate 3 

Figs.1,5. 

Globocardium minor (Tashiro and Kozai), x 4. 
Figs.2,3. 

lsocyprina japonica Tashiro and Kozai, x 5. 

Fig.4. Protocardia(?）sp., X 4. 

Figs.6, 7. 

lsocyprina aliquantula (Amano), x 4. 
Figs.8, 9, 10. 

lsocyprina igeno柚西 Tashiroand Kozai, x 3. 
Fig.11. Pacythaerous sp., x 2. 

Figs.12, 13. 

Chelo加 cerassp., x 2. 

Fig.14. Ammonoidea gen. indet., x 1. 5. 

Fig.15. Ammonoidea gen. indet., x 2. 

Explanation of Plate 4 

Figs.1-3. 

Devoniglansus unicus Wakamatsu, Sugiyama 

and Furutani, Loc.990606-02,船谷層中の礫よ

り産幽 1X250, 2X250, 3Xl75. 

Fig.4. Nazarovella sp．雪ヶ峰層のチャートプロックよ
り産出， Xl75.

Fig.5. Alhaillella sp. x 250,雪ヶ峰層のチャートプロ

ックより産出， X250.

Fig.6. Fol/icucullus sp雪ヶ峰層のチャートプロックよ
り産出， X250.

Fig. 7. Fo/licucullus sp雪ヶ峰層の泥岩より産出， X250.

Fig.8.南海層群と蛇紋岩の境界（土佐山田町油石）

Fig.9.南海層群南西部を画する断層（土佐山田町陰ノ路

橋下）
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Stratigraphy of the Nankai Group in the Tosayamada area, 
Central Kochi, and correlation with the Monobegawa Group. 

Takeshi KOZA!* and Keisuke ISHIDA** 

The purpose of our study is to clarify stratigrapical correlation of the Nankai and Monobegawa 

Groups. This paper presents the results of srratigraphy, sedimentary facies and geologic time. 

The Cretaceous System of the Chichibu Terrain in the Tosayamada area is divided into the 

Monobegawa and Nankai Groups. The Monobegawa Group conformably overlies the Yasuba 

Formation(Permian) can be subdivided into three formations which are the Ryoseki, Monobe and 

Hibihara Formation. The Nankai Group can be subdivided into two formation which are the Funadani 

and lgenoki Formations. These are bounded to the North by Suita Tectonic line with serpentinite and 

to the South by Permian accretionary complex. 

The lower part of the Funadani Formation consists of 150m of massive conglomerate and 

sandstone. The upper part of this formation consists of black mudstone which bear ammonite and some 

bivalve fossils. 

The lgenoki Formation conformably overlies the Funadani Formation. The lower part of the 

Igenoki Formation consists of alternate layers sandstone and mudstone in which occur abunadnt 

bivalves and ammonites. They indicate the lower part to be Aptian. Some bivalves and ammonites are 

obtained from black mudstone which is the upper part of this formation. lgenoki Formation lies in fault 

contact with Permian accretionary complex which is named Yukigamine Formation. 

Stratigrafical sequences of both groups are very similar, therefore, the Nankai group is member 

of Kurosegawa Tarrain. 
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